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平
成
２
７
年
度
・
登
山
教
室
③ 

三
ッ
岩
岳 

平
成
２
７
年
９
月
２
７
日(

日) 

那
須
野
ヶ
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
を
午

前
４
時
出
発
。
メ
ン
バ
ー
は
受
講
生
３
名
と
会
員
８
名
で
あ
る
。
こ
の
時
期

に
な
る
と
ま
だ
夜
が
明
け
ず
暗
い
の
で
お
互
い
を
確
認
す
る
。
２
台
の
車
に

分
乗
し
現
地
に
向
か
う
。
途
中
道
の
駅
田
島
に
て
ト
イ
レ
休
憩
を
入
れ
南
会

津
町
舘
岩
を
通
過
中
、
先
の
豪
雨
で
崩
れ
た
山
の
斜
面
、
川
の
氾
濫
で
被
害

を
受
け
た
所
を
目
撃
す
る
。 

５
時
４
５
分
登
山
口
に
到
着
、
本
来
は
小

豆
温
泉
バ
ス
停
手
前
の
登
山
口
を
登
る
黒

桧
沢
コ
ー
ス
で
し
た
が
、
沢
の
橋
の
破
損
の

為
国
体
コ
ー
ス
を
利
用
し
て
下
さ
い
と
の

案
内
が
あ
り
、
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
手
前
の
空

き
地
に
駐
車
し
身
支
度
を
整
え
６
時
１
５

分
登
山
を
開
始
す
る
。
開
始
早
々
の
登
り
一

人
が
足

を
滑
ら

せ
て
転

落
、
幸

い
何
事
も
無
く
安
堵
し
ま
し
た
。
登
山
開

始
直
後
か
ら
の
急
登
に
、
息
を
切
ら
し
玉

の
よ
う
な
汗
を
か
き
ブ
ナ
の
林
を
行
く
。

道
脇
に
は
イ
ワ
ウ
チ
ワ
の
群
生
が
見
ら

れ
る
。
咲
き
時
に
は
見
事
な
事
な
の
だ
ろ

う
。 ３

０
分
程
で
鉄
塔
に
着
く
。
こ
こ
で
ひ

と
息
入
れ
ホ
ッ
ト
す
る
。
そ
の
後
少

し
な
だ
ら
か
に
な
る
が
再
び
急
登

で
あ
る
。
天
候
は
曇
り
空
、
ガ
ス
が

発
生
し
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
先
生

の
説
明
が
続
く
。
ア
ブ
ラ
ツ
ツ
ジ
・

マ
ン
サ
ク
・
姫
五
葉
・
ニ
オ
イ
コ
ブ

シ
等
弁
舌
さ
わ
や
か
に
豊
か
な
自

然
の
案
内
で
あ
る
。 

小
刻
み
な
登
り
を
繰
り
返
し
分

岐
に
８
時
２
０
分
着
く
。
１
５
分
程

の
休
憩
を
取
り
歩
き
出
す
。
し
ば
ら

く
歩
い
た
頃
、
足
元
に
月
夜
茸
の
群

が
広
が
っ
て
い
る
。
ビ
ッ
ク
リ
！
１

０
時
森
林
限
界
、
オ
オ
シ
ラ
ピ
ソ
が
出
て
く
る
。
目
の
前
に
ほ
ん
の
小
さ
な

 
地図にてコースの確認です 

 
 黒桧沢コース閉鎖のお知らせ 

 
なかなかの急斜面です 

 
    このキノコの名前は？ 

 
分岐にある案内標識 
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湿
原
が
現
れ
る
。 

１
０
時
４
５
分
避
難
小
屋
に
着
く
。
こ

こ
は
窓
明
山
の
分
岐
で
も
あ
る
。
こ
の
頃

雨
も
降
っ
て
き
た
の
で
雨
具
の
着
用
を

す
る
。
昼
食
は
こ
こ
で
取
ろ
う
と
言
う
こ

と
で
山
頂
に
向
け
て
歩
き
出
す
。
小
湿
原

を
見
な
が
ら
あ
ま
り
に
も
長
い
登
り
に

飽
き
れ
た
か
、「
い
ゃ
ー
ん
な
っ
た
休
憩
」

を
入
れ
な
が
ら
三
岩
岳
山
頂
に
１
１
時

５
０
分
、
よ
う
や
く
に
到
着
し
ま
し
た
。

さ
れ
ど
周
り
見
渡
せ
ど
、
濃
霧
の
為
景
色

が
何
に
も
見
え
ず
ガ
ッ
ク
リ
、
山
頂
は
あ

ま
り
広
く
な
く
樹
木
が
邪
魔
し

展
望
が
効
か
な
い
部
分
も
あ
る
。 

時
折
晴
れ
間
の
期
待
を
持
た

せ
る
気
配
が
現
れ
て
も
ガ
ス
が

中
々
晴
れ
ず
、
一
同
記
念
写
真

を
撮
り
１
２
時
１
０
分
避
難
小

屋
に
向
け
て
下
山
。
チ
シ
マ
ザ

サ
・
ハ
ク
サ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の

木
を
眺
め
な
が
ら
１
３
時
避
難

小
屋
に
到
着
。
一
同
小
屋
に
入

り
遅
き
時
間
の
昼
食
と
な
る
。

（
お
腹
が
空
き
す
ぎ
！
）
し
ば

し
歓
談
の
後
１
３
時
４
０
分
小

屋
を
出
る
。 

こ
の
こ
ろ
に
な
っ
て
天
気
が
回
復

し
青
空
が
見
え
て
く
る
。
気
持
ち
に

も
余
裕
が
あ
る
せ
い
か
周
り
の
景

色
も
良
く
見
え
、
色
着
き
始
め
た
紅

葉
に
感
嘆
の
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。

遠
く
に
目
を
向
け
る
と
帝
釈
山
、
田

代
山
、
高
原
の
峰
々
も
遠
望
が
出
来

る
程
良
く
な
っ
た
。
下
り
に
な
っ
て

気
持
ち
が
楽
に
な
り
み
ん
な
の
足

取
り
も
軽
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。
転

倒
に
注
意
し
な
が
ら
下
山
す
る
。
受

講
生
の
一
人
が
た
び
た
び
転
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
の
で
気
に
か
け
た
が
随
分
足
に
き
た
よ
う
だ
。
登
り
で
張
り
切

り
過
ぎ
た
よ
う
で
す
。 

今
回
の
受
講
生
３
名
、
２
～
３
年
前
か
ら
登
山
を
始
め
た
よ
う
で
す
。
１

 
  色づき始めた七竈の下を行く 

 

   三ツ岩岳山頂（△2,065.2m）にて 

 
    避難小屋にてやっと昼食 

 
草紅葉 

 
     この青い実は？ 
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６
時
３
０
分
鉄
塔
到
着
、
残
り
僅
か
と
な
り
１
６
時
５
０
分
駐
車
場
に
全
員

無
事
到
着
、
車
に
乗
り
込
み
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
１
９
時
１
５
分
に
着
き
ま

し
た
。
急
登
が
続
く
体
力
を
使
う
山
で
は
あ
り
ま
し
た
が
有
意
義
な
一
日
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

 
 

 
 

（
植
竹
健
治 

記
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

  

 

 

青空が見えてきました 

 
今回の登山教室の参加者の皆さんと藤田名誉会長 

 
      ハイポーズ！！ 

 
 御前橘の実 

 

下るスピードはとても 80 過ぎには思えません 

 
   巽沢山も見えてきました 

 

登山口に戻ってきましたヘトヘトです 
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○と き：平成２７年９月２７日(日) 

○ところ：会津・三岩岳 2,065ｍ 

○参加費：2,000 円  

○天 気：曇り空ガス一時雨後晴れ 

○車  ：荒木 植竹 

○参加者：藤田（CL）荒木（SL）植竹（報告・記録）鐘ヶ江（会計）高木（撮影） 

     辺見 大金 折橋  

○受講生：貝塚さん 鴇巣さん 橋本さん 

○コースタイム  

 那須野ヶ原 HH＝小豆温泉  ―   鉄塔  －  分岐   ―   避難小屋 

   4：00    5：45/6：10     6：35/6：40   8：20/8：35   10：45/10：50 

  ―   三岩岳   －  避難小屋    ― 分岐    ―   鉄塔   

  11：50/12：10    13：00/13：40   15：10/15：20        16：30 

小豆温泉    ―  那須野ヶ原 HH 

16：50/17：05        19：15 

 

                                 カシミール 3D にて作成 

避難小屋 

沢コース分岐 

国体コース登山口 


